
国際ロータリー第２７５０地区

２０１７-18年度 公共イメージコーディネーター報告

2017-18年度 2750地区公共イメージコーディネーター 天野 彰(東京世田谷南ＲＣ)

■いよいよ首都高速道路日本橋地下化始動！(2017年11月1日) 

2009年東京杉並RCが都市環境改善のため首都高撤去のプロジェクトを立ち上げ、東京日本橋RCを中心に行政宛提言(2012年9月).「東京に青空を
取り戻すシンポジウム」開催(2014年2月26日/グランドプリンスホテル新高輪).「東京に青空」の100万人署名運動 (2020年目標)等の持続支援活動。

■心のバリアフリーを取り除くパラリンピックなどのスポーツ・文化の持続支援活動。

・スポーツ・文化支援委員会 の卓話講師紹介
東京中央RC  山脇康氏（日本パラリンピック委員会委員長） 東京大崎RC  岩崎 恭子氏（オリンピアン 競泳）

東京中央新RC   丸山弘道 氏（車いすテニス（国枝選手）コーチ） 東京昭島RC   中村 真衣 氏（オリンピアン 競泳）

■インターシップ、BOPプログラム持続支援活動
・インターンシップ委員会
東京都教育委員会とタイアップして高校生に ロータリアンが経営する会社に職場体験プ ログラム。毎年実施希望校の生徒数が増え ている。

・東京世田谷南RC
世田谷区の「ＢＯＰ」と「学童クラブ」を統合した「新ＢＯＰ事業」の支援活動。

■東京の景観・環境と伝統の水文化を守り次世代に繋ぐ持続支援活動。

・2017年7月19日 2750地区 山の手西グループ インターシティミーティング
2015年5月26日開催-「東京の水文化を守るフォーラム」(会場/六本木ヒルズ ハリウッドプラザ)-を受けて開催。
テーマ｢多摩から江戸・東京をつなぐ水循環の保全・再生｣ 会場/ハイアットリージェンシー東京 学生(50名)、玉川上水ネット関係者参加。

・2017年8月19日 第２回 シンポジウム 「多摩から江戸・東京をつなぐ水循環の保全再生」

オリンピック・パラリンピック東京大会開催に向けて玉川上水を軸とした水循環システムの再生と水と共生する文化の再構築を目指して開催。
会場/江戸東京博物館 東京５大学(中央大学・法政大学・日本大学・東京理科大学・東京大学)、玉川上水ネット関連団体(約30) 、一般参加者

パートナー団体と協力して持続可能な奉仕活動 ！
ロータリーの6重点分野(平和の推進・疾病との闘い・水と衛生・母子の健康・教育の支援・地域経済の発展)の考えは
国連の「持続可能な開発目標」 (SDGs)の５分野(人間、地球、豊かさ、平和、パートナーシップ)に取り入れられている。
本年度のテーマ「ロータリー：変化をもたらす」～変化の主体であるロータリークラブの持続的奉仕活動は国連のSDGsの実現にも貢献。
後半はさらに各重点分野に協力団体を増やし奉仕活動を進化・発展させ会員の増加にも寄与したい。
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国際ロータリー第2750地区 都市環境改善のため首都高撤去の活動

2012年9月「首都高再生に関するRCから提言

2014年2月26日「東京に青空を取り戻すシンポジウム」開催

(グランドプリンスホテル新高輪)
日本橋に青空を取り戻す

首都高撤去の活動

日経新聞 2017年11月2日



2017年7月19日 2750地区 山の手西グループ インターシティミーティング
インターシティミーティング



2017年8月19日 第２回 シンポジウム 「多摩から江戸・東京をつなぐ水循環の保全再生」

第２回 シンポジウム



2017年8月19日 「多摩から江戸・東京をつなぐ水循環の保全再生」 船上周遊
船上周遊



ロータリーの活動分野

2017-18年度
国際ロータリー会長
イアン H.S. ライズリー

資 料

ロータリーには6つの重点分野があります。そのすべてに不可欠な要素の一つが、「持続可能

性」です。私たちは井戸を掘っただけで立ち去ったりしません。これらの井戸を地域社会が維持し、

修理できるように必ず見届けます。

ポリオについて言えば、活動の目的はウイルスを封じ込めることではなく、撲滅することです。

ポリオ撲滅は、持続可能な奉仕の究極と言えます。ポリオ撲滅活動は、ロータリーのあらゆる奉

仕のモデルとなるべきであり、奉仕のインパクトを大きくする最善の方法は「持続可能性」を高め

ることで、多くの場合、他団体とパートナーシップを組むことであると強調するものです。

これらの優先事項をすべてまとめると、一つの言葉になります。それは「持続可能性」です。

持続可能性には、あらゆることを支えるもう一つの側面があります。

それは、この地球の持続可能性です。今日、環境の悪化と気候変動は全人類への脅威となって

います。影響を最も受けやすいのは弱い立場にある人たちであり、そのような人たちこそ、ロータ

リーが助けていく必要があります

私たちが住み、頼っている地球そのものを救う責任がロータリーにあると、私たちが気づくことで

す。これを、2017-18年度のロータリーの取り組みとすることができます。

イアン H.S. ライズリー

会長テーマ

2017-18年度「ロータリー：変化をもたらす」



SDGs（Sustainable Development Goals(持続可能な開発目標）2016年から2030年までの国際目標。

2015年9月25日から27日にかけてニューヨーク国連本部に161の加盟国の首脳が集まり開催された「国連持続可能
な開発サミット」にて策定されました。保健や教育分野などの近年の国際社会が直面しているグローバルな問題（世界
経済危機・自然災害や気候変動・環境問題・伝染病・難民や紛争など）の対処のため、新たに17の開発目標・169項目
のターゲットが掲げられている。

資 料

5つのP - People, Planet, Prosperity, Peace, Partnership

人間、地球、豊かさ、平和のための目標であり、国際社会のパートナーシップにより実現をめざします

17の開発目標

SDGｓ


